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す
。
金
蛇
、
金
駝
等
の
物
を
進
め
、
以
て
媚
を
陳
氏
に
取
る
。
皇
太
子
廃
立
の

際
、
頗
る
力
有
り
）

（
了
）

【
附
記
】
本
稿
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
C
）「
周
縁
テ
ク
ス
ト
（
注
釈
・
翻
訳
）

の
自
立
性
を
め
ぐ
る
歴
史
的
・
理
論
的
研
究
」（
課
題
番
号　

15K
04258

）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【
書
き
下
し
文
】

　

開
成
の
初
め
、
宮
中
に
黄
色
蛇
有
り
、
夜
は
則
ち
宝
庫
よ
り
出
で
、
階
陛
の
間
に

遊
び
、
光
明
照
り
耀
く
も
、
擒
獲
す
べ
か
ら
ず
。
宮
人 

珊
瑚
玦
を
擲な
げ
う

ち
て
以
て
之

を
繋つ
な

ぐ
に
、
遂
に
玦
を
あ

は
せ
て
亡に

げ
去
る
。
庫
を
掌
つ
か
さ
ど

る
者 

具つ
ぶ

さ
に
事
を
以
て

告つ

ぐ
。
上 
命
じ
て
遍あ
ま
ね

く
庫
内
を
捜
さ
し
め
、
黄
金
蛇
を
得
る
に
玦 

其
の
首
を
貫

く
。
上 

之
を
熟
視
し
、「
昔 

隋
の
煬
帝 

晋
王
為
り
し
時
、
黄
金
蛇
を
以
て
陳
夫
人

に
贈
る
。
吾 

今 

此
の
蛇
の
何
れ
の
処
よ
り
得
た
る
か
を
知
ら
ず
」
と
。
左
右
因
り

て
額
の
下
を
視
る
に
、
阿

の
字
有
り
。
上 

蹶け
つ

然ぜ
ん

と
し
て
曰
は
く
、「
果
た
し
て
朕

の
疑
ふ
所
な
り
。
阿

は
即
ち
煬
帝
の
小
字
な
り
」
と
。
上
の
博
学
敏
悟
な
る
は
、

率お
ほ
む

ね
多
く
此
の
類
な
り
。
遂
に
命
じ
て
玻
璃
の
連
環
を
取
り
、
蛇
を
玉
彘
の
前
足

に
係つ
な

ぐ
。
其
の
後
竟
に
復
た
見
る
所
有
ら
ず
、
以お
も

ふ
に
彘 

蛇
を
食
ら
ふ
な
り
。（
出

『
杜
陽
雜
編
』）

【
語
釈
】

○
開
成　

唐
の
第
十
四
代
皇
帝
文
宗
（
在
位
八
二
六
〜
八
四
〇
）
の
年
号
。
八
三
六

年
〜
八
四
〇
年
。　

○
珊
瑚
玦　

珊
瑚
で
で
き
た
、
身
に
帯
び
る
玉
器
。「
玦
」
と

は
、
ド
ー
ナ
ツ
状
で
一
箇
所
が
欠
け
て
い
る
形
状
の
玉
器
を
い
う
。　

○
上　

こ
こ

で
は
文
宗
の
こ
と
。　

○
煬
帝　

隋
の
第
二
代
皇
帝
。
文
帝
楊
堅
の
第
二
子
。
在
位

六
〇
四
〜
六
一
七
。
姓
名
は
楊
広
、
煬
は
謚
で
あ
る
。
文
帝
の
も
と
で
晋
王
に
封
ぜ

ら
れ
た
。　

○
以
黃
金
蛇
贈
陳
夫
人　
「
陳
夫
人
」
は
、
隋
文
帝
楊
堅
の
夫
人
。
南

朝
陳
の
宣
帝
の
娘
で
、
容
姿
は
美
し
く
、
並
ぶ
も
の
が
い
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。『
隋

書
』
巻
三
十
六
に
伝
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
煬
帝
が
陳
夫
人
に
黄
金
蛇
を
贈
っ
た
故

事
も
ま
た
、『
隋
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。【
補
説
】
参
照
。　

○
蹶
然　

驚
き
あ
わ

て
て
立
ち
上
が
る
様
。『
礼
記
』
巻
二
九
「
孔
子
間
居
」
に
、「
子
夏
蹶
然
而
起
（
子

夏
蹶
然
と
し
て
起
つ
）」
と
あ
る
。　

○
阿
　

煬
帝
の
幼
名
。『
隋
書
』
巻
三
「
煬

帝
帝
紀
」
に
、「
煬
皇
帝
諱
廣
、
一
名
英
、
小
字
阿

、
高
祖
第
二
子
也
（
煬
皇
帝 

諱
は
広
、
一
名
英
、
小
字
阿

、
高
祖
の
第
二
子
な
り
）」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

開
成
の
初
め
、
宮
中
に
黄
金
で
で
き
た
蛇
が
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
宝
物
庫
の
中

か
ら
出
て
、
宮
殿
の
階
段
の
間
で
遊
ん
で
い
た
が
、
光
が
照
り
輝
く
も
捕
ま
え
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
人
が
珊
瑚
玦
を
投
げ
つ
け
て
、
こ
れ
を
捕
ま
え
た
が
（
金

蛇
は
）
玦
と
と
も
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
金
庫
番
は
つ
ぶ
さ
に
そ
の
出
来
事

を
報
告
し
た
。
文
宗
皇
帝
は
金
庫
の
中
を
く
ま
な
く
探
さ
せ
、
黄
金
蛇
を
み
つ
け
た

が
玦
は
そ
の
首
に
か
か
っ
て
い
た
。
帝
は
こ
れ
を
じ
っ
く
り
と
検
分
し
て
言
っ
た
、

「
昔
隋
の
煬
帝
が
晋
王
だ
っ
た
時
、 

黄
金
蛇
を
陳
夫
人
に
贈
っ
て
い
る
。
だ
が
私
は

い
ま
こ
の
蛇
が
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
も
の
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。」
と
。
近
侍

の
者
た
ち
が
そ
の
額ひ
た
い

を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
「
阿

」
の
字
が
あ
っ
た
。
帝
は
あ

わ
て
て
言
っ
た
、「
や
は
り
私
の
疑
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。『
阿

』
と
は
煬
帝
の

幼
名
で
あ
る
。」
と
。
帝
が
博
学
で
聡
明
で
あ
る
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
か
く
し
て
命
じ
て
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
連
環
を
も
っ
て
来
さ
せ
、
蛇
を
玉
で

で
き
た
豚
の
前
足
に
繋
い
だ
。
そ
の
後
と
う
と
う
再
び
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
思
う
に
豚
が
蛇
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

【
補
説
】

〈
黄
金
蛇
と
陳
夫
人
〉
煬
帝
が
ま
だ
晋
王
だ
っ
た
頃
、
皇
太
子
廃
立
の
際
に
後
ろ
だ

て
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
彼
が
父
で
あ
る
文
宗
の
愛
妾
で
あ
っ
た
陳
夫
人
に
金
蛇

な
ど
を
贈
っ
て
い
た
と
、『
隋
書
』
巻
三
十
六
「
宣
華
夫
人
陳
氏
伝
」
に
記
さ
れ
て

い
る
。
参
考
ま
で
に
、
該
当
箇
所
の
原
文
と
訓
読
を
挙
げ
て
お
く
。

　

晉
王
廣
之
在
藩
也
、
陰
有
奪
宗
之
計
、
規
為
内
助
、
毎
致
禮
焉
。
進
金
蛇
、

金
駝
等
物
、
以
取
媚
於
陳
氏
。
皇
太
子
廢
立
之
際
、
頗
有
力
焉
。（
晋
王
広
の

藩
に
在
る
や
、
陰ひ
そ

か
に
奪
宗
の
計
有
り
、
規は
か

り
て
内
助
を
為
し
、
毎つ
ね

に
礼
を
致
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こ
と
巨
萬
に
し
て
、

へ
き
き

兼け
ん

呈て
い

す
）」
と
あ
り
、
劉
逵
注
に
「
鏹
、
錢
貫
也
（
鏹
は
、

銭
貫
な
り
）」
と
い
う
。　

○
環　

銅
銭
を
い
う
。『
酉
陽
雑
俎
校
箋
』
注
に
、「『
環
』、

亦
作
『
鐶
』、
即
銅
銭
（「
環
」、
亦
た
「
鐶
」
に
作
る
、
即
ち
銅
銭
な
り
）」
と
あ
り
、

『
酉
陽
雑
俎
』
続
集
巻
二
支
諾
皐
中
「
韓
幹
」
の
「
建
中
初
、
有
人
牽
馬
訪
馬
醫
、

稱
馬
患
脚
、
以
二
千
鐶
求
治
（
建
中
の
初
め
、
人
有
り
馬
を
牽
き
て
馬
医
を
訪
ね
、

馬
の
脚
を
患
ら
ふ
と
称と
な

へ
、
二
千
鐶
を
以
て
治
を
求
む
）」
を
引
く
。　

○
復
舊　

会
校
本
は
「
復
如
舊
」
に
作
る
。　

○
喧
悸　

う
る
さ
く
て
落
ち
着
か
な
い
さ
ま
。　

○
鋌　

か
た
ま
り
に
な
っ
た
も
の
を
数
え
る
語
。　

○
模
鑄　

型
に
は
め
て
鋳
造
す

る
こ
と
。
用
例
未
見
。
北
京
燕
山
訳
は
、「
象
是

去
的
一

」
と
、
天
津
古
籍

訳
は
、「
就
像
按
模
型

注
成
的
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
訳
し
て
い
る
。　

○
所
函
挺
處
・

挺
各
長
三
寸
餘　
「
挺
」
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
物
を
数
え
る
語
。
こ
こ
で
は
、
前
の
「
鋌
」

と
同
様
の
意
で
あ
ろ
う
。
会
校
本
は
陳
本
に
従
い
、と
も
に
「
鋌
」
に
改
め
て
い
る
。　

○
洛
陽
會
節
坊　

底
本
は
「
洛
惠
節
坊
」
に
作
る
が
、
洛
陽
に
「
恵
節
坊
」
の
名
は

見
え
な
い
。
会
校
本
及
び
『
酉
陽
雑
俎
』
に
拠
っ
て
改
め
た
。「
会
節
坊
」
は
、
洛

陽
定
鼎
門
街
の
東
第
七
街
、
街
東
の
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
第
四
坊
で
あ
っ
た
。『
唐

両
京
城
坊
考
』
巻
五
「
東
京
外
郭
城
」
参
照
。　

○
段
成
式　

？
〜
八
六
三
年
。
字

は
柯
古
、
臨
淄
（
山
東
省
）
の
人
。
本
話
を
収
め
る
晩
唐
の
小
説
集
『
酉
陽
雑
俎
』

の
編
者
。『
新
唐
書
』
巻
一
百
六
十
七
「
段
文
昌
伝
」、『
新
唐
書
』
巻
八
十
九
「
段

志
玄
伝
」
に
事
迹
が
見
え
る
。　

○
紉
針　

衣
服
を
縫
製
す
る
こ
と
を
い
う
。　

○

出
酉
陽
雑
俎　

本
話
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
続
集
巻
三
支
諾
皐
下
に
収
め
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

汴
州
の
人
趙
懐
正
は
、
長
安
の
光
徳
坊
に
住
ん
で
い
た
。
太
和
三
（
八
二
九
）
年
、

妻
の
賀
は
い
つ
も
裁
縫
な
ど
の
手
仕
事
で
お
金
を
得
て
い
た
。
あ
る
日
、
石
の
枕
を

手
に
売
り
に
来
た
者
が
あ
り
、
賀
は
一
差
し
の
銅
銭
で
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
。
趙
は

夜
こ
れ
を
枕
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
枕
の
中
に
風
や
雨
の
よ
う
な
音
を
感
じ
、
そ
こ

で
妻
子
に
そ
れ
ぞ
れ
一
晩
こ
れ
を
枕
に
さ
せ
て
み
た
が
、
彼
ら
は
何
も
感
じ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
趙
が
枕
と
す
れ
ば
も
と
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

時
に
は
う
る
さ
く
て
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
の
子
ど
も
は
壊
し

て
中
を
見
る
よ
う
に
頼
ん
だ
が
、
趙
は
、「
も
し
こ
れ
を
壊
し
て
何
も
見
つ
か
ら
な

け
れ
ば
、一
百
の
利
益
を
棄
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
の
死
ぬ
の
を
待
っ
て
、

お
前
は
必
ず
こ
れ
を
壊
す
よ
う
に
。」
と
言
っ
た
。

　

一
年
あ
ま
り
た
っ
て
、
趙
は
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
妻
が
こ
れ
を
壊
し
て
中
を
見

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
中
に
は
金
塊
銀
塊
が
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
入
っ
て
お
り
、
型
に
は

め
て
鋳
造
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
金
塊
銀
塊
の
入
っ
て
い
た
所
は
、
そ
の
鋳

型
が
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
入
れ
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
髪
の
毛
の
入
る
隙
間
も
な

い
く
ら
い
ぴ
っ
た
り
で
、
ど
こ
か
ら
入
れ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
一
本
は
そ
れ

ぞ
れ
長
さ
が
三
寸
あ
ま
り
、
幅
は
大
き
な
指
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
こ
れ
を

売
っ
て
葬
儀
と
借
金
の
処
理
に
あ
て
た
が
、
一
銭
も
残
ら
な
か
っ
た
。
賀
は
い
ま
洛

陽
の
会
節
坊
に
住
ん
で
い
る
。
段
成
式
の
家
人
が
彼
女
を
針
仕
事
に
雇
っ
た
と
き
、

直
接
そ
の
話
を
聞
い
た
と
い
う
。

20
「
金
蛇
」

　

開
成
初
、
宮
中
有
黃
色
蛇
、
夜
則
自
寶
庫
中
出
、
遊
於
階
陛
閒
、
光
明
照
耀
、
不

可
擒
獲
。
宮
人
擲
珊
瑚
玦
以
繫
之
、
遂

玦
亡
去
。
掌
庫
者
具
以
事
吿
。
上
命
遍
搜

庫
內
、
得
黃
金
蛇
而
玦
貫
其
首
。
上
熟
視
之
、「
昔
隋
煬
帝
爲
晉
王
時
、
以
黃
金
蛇

陳
夫
人
。
吾
今
不
知
此
蛇
得
自
何
處
。」
左
右
因
視
額
下
、有
阿

字
。
上
蹶
然
曰
、

「
果
不
失
朕
所
疑
。
阿

卽
煬
帝
小
字
也
。」
上
之
博
學
敏
悟
、
率
多
此
類
。
遂
命
取

玻
璃
連
環
、
係
蛇
於
玉
彘
之
前
足
。
其
後
竟
不
復
有
所
見
、
以
彘
食
蛇
也
。（
出
『
杜

陽
雜
編
』）
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現
れ
た
が
、
形
は
兎
の
よ
う
で
そ
の
色
は
ま
る
で
純
金
の
よ
う
、
光
に
従
っ
て
出
て

来
て
、
祭
壇
の
周
囲
を
長
い
間
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
、
再
び
井
戸
の
中
に
入
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
以
後
毎
日
夕
方
に
な
る
と
現
れ
た
。
道
士
は
そ
の
出
来
事
を
不
思
議

な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
井
戸
を
さ
ら
っ
て
い
て
、

一
つ
の
金
の
兎
を
手
に
入
れ
た
。
大
変
小
さ
く
、不
思
議
な
光
が
輝
い
て
い
た
の
で
、

す
ぐ
に
小
箱
の
中
に
置
い
た
。
そ
の
時
御
史
の
李
戎
は
浦
津
で
仕
事
に
就
い
て
い
た

が
、
道
士
と
友
だ
ち
と
し
て
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
の
で
、
道
士
は
李
戎
に
こ
の

金
の
兎
を
贈
っ
た
。
そ
の
後
李
戎
は
奉
先
県
令
か
ら
忻
州
刺
史
と
な
っ
た
。
そ
の
金

の
兎
は
あ
る
日
突
然
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
一
月
あ
ま
り
し
て
李
戎
は

亡
く
な
っ
た
。

【
補
説
】

〈
出
典
〉
本
話
に
つ
い
て
、底
本
に
は
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
会
校
本
は
孫
本
、

沈
本
に
よ
り
「
出
宣
室
志
」
と
出
典
を
補
っ
て
い
る
。
な
お
、『
宣
室
志
』（
稗
海
所

収
）
に
お
い
て
は
、
本
話
は
補
遺
に
収
め
る
。
ま
た
、
本
話
は
『
酉
陽
雑
俎
』
前
集

巻
十
物
異
に
も
見
え
る
。

19
「
趙
懷
正
」

　

汴
州
百
姓
趙
懷
正
、
住
光
德
坊
。
大
和
三
年
、
妻
賀
、
常
以
女
工
致
鏹
。（
鏹
字
、
原

闕
。
據
明
抄
本
補
）
一
日
、
有
人
攜
石
枕
求
售
、
賀
一
環
獲
焉
。
趙
夜
枕
之
、
覺
枕
中

如
風
雨
聲
、
因
令
妻
及
子
各
枕
一
夕
、
則
無
所
覺
。
趙
枕
輒
復
舊
。
或
喧
悸
不
得
眠
。

其
子
請
碎
視
之
。
趙
言
、「
脱
碎
之
無
所
見
、
是
棄
一
百
之
利
也
。
待
我
死
後
、
爾

必
破
之
。」

　

經
歳
餘
、
趙
病
死
。
妻
令
毀
視
之
、
中
有
金
銀
各
一
鋌
、
如
模
鑄
者
。
所
函
挺
處
、

其
模
似
預
曾
勘
入
、
無
絲
髮
隙
、
不
知
從
何
而
入
也
。
梃
各
長
三
寸
餘
、
闊
如
巨
指
。

遂
貨
之
、
辦
其
殮
及
償
債
、
不
餘
一
錢
。
賀
今
住
洛
陽
會
節
坊
。
段
成
式
家
人
雇
其

紉
針
、
親
見
其
說
。（
出
『
酉
陽
雜
俎
』）

【
書
き
下
し
文
】

　

汴
州
の
百
姓 

趙
懐
正
、
光
徳
坊
に
住
む
。
大
和
三
年
、
妻
の
賀
、
常
に
女
工
を

以
て
鏹
を
致
す
。
一
日
、
人
有
り
石
枕
を
携た
づ
さ

へ
售か

ふ
を
求
む
る
に
、
賀 

一
環
も
て

獲
た
り
。
趙 

夜
に
之
を
枕
と
す
る
に
、
枕
中
に
風
雨
の
如
き
声
を
覚
え
、
因
り
て

妻
及
び
子
を
し
て
各
々
一
夕
に
枕
と
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
覚
ゆ
る
所
無
し
。
趙 

枕

と
す
れ
ば
輒
ち
旧
に
復
す
。
或
ひ
は
喧け
ん

悸き

し
て
眠
る
を
得
ず
。
其
の
子 

砕く
だ

き
て
之

を
視
る
を
請
ふ
。
趙
言
ふ
、「
脱も

し
之
を
砕
き
て
見
る
所
無
け
れ
ば
、
是
れ
一
百
の

利
を
棄
つ
る
な
り
。
我
の
死
後
を
待
ち
て
、
爾な
ん
ぢ

必
ず
之
を
破
れ
」
と
。

　

歳
余
を
経
て
、
趙 

病
死
す
。
妻 

之
を
毀や
ぶ

り
視み

し
む
る
に
、
中
に
金
銀
各
々
一
鋌

有
り
、
模
鋳
の
者
の
如
し
。
挺て
い

を
函い

る
処
の
所
は
、
其
の
模
の
預
あ
ら
か
じ

め
曽か
つ

て
勘か
ん
が

へ

入
る
る
に
似
て
、
絲
髮
の
隙
無
く
、
何
れ
よ
り
入
る
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
梃
各

々
長
さ
三
寸
余
り
、
闊ひ
ろ

き
こ
と
巨
指
の
如
し
。
遂
に
之
を
貨う

り
、
其
の
殮
及
び
償
債

を
辦べ
ん

ず
る
に
、
一
銭
を
余
さ
ず
。
賀 

今 

洛
陽
の
会
節
坊
に
住
む
。
段
成
式
の
家
人

其
の
紉
針
に
雇
ひ
、
親み
づ
か

ら
其
の
説
を
見み

ゆ
。

【
語
釈
】

○
汴
州　

現
在
の
河
南
省
開
封
市
一
帯
。　

○
光
德
坊　

長
安
朱
雀
門
街
の
西
第
二

街
、
街
西
の
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
第
六
坊
が
光
徳
坊
で
あ
っ
た
。
東
南
隅
に
は
京

兆
府
の
府
庁
が
置
か
れ
て
い
た
。
『
唐
両
京
城
坊
考
』
巻
四
「
西
京
外
郭
城
右
街
」

参
照
。　

○
大
和
三
年　

八
二
九
年
。
大
和
に
つ
い
て
は
、
18
「
虞
鄕
道
士
」【
語

釈
】
参
照
。　

○
賀　
『
酉
陽
雑
俎
』
続
集
巻
三
支
諾
皐
下
で
は
、「
阿
賀
」
に
作
る
。　

○
女
工　

縫
い
物
や
刺
繍
な
ど
の
女
性
の
手
仕
事
。　

○
鏹　

銭
さ
し
で
通
し
た
銭
。

左
思
「
蜀
都
賦
」（『
文
選
』
巻
四
）
に
、「
藏
鏹
巨
萬
、

兼
呈
（
鏹
き
や
う

を
蔵を
さ

む
る
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因
淘
井
、
得
一
金
兎
。
甚
小
、
奇
光
爛
然
、
卽
置
于
巾
箱
中
。
時
御
史
李
戎
職
於
蒲

津
、
與
道
士
友
善
、
道
士
因
以
遺
之
。
其
後
戎
自
奉
先
縣
令
爲
忻
州
刺
史
。
其
金
兎

忽
亡
去
、
後
月
餘
而
戎
卒
。

【
書
き
下
し
文
】

　

虞
郷
に
山
観
有
り
、
甚
だ
幽
寂
に
し
て
、
滌
陽
道
士
の
居
有
り
。
大
和
中
、
道
士

嘗
て
一
夕 

独
り
壇
に
登
り
て
望
む
に
、
庭
に
忽
ち
異
光
の
井
泉
中
自よ

り
発
す
る
有

る
を
見
る
。
俄
か
に
一
物
有
り
、
状
は
兎
の
如
く
、
其
の
色
は
精
金
の
若
く
、
光
に

随
ひ
て
出
で
、
醮せ
う

壇だ
ん

を
環め

繞ぐ

る
こ
と
之
を
久
し
う
し
て
、
復
た
井
に
入
る
。
是
れ
よ

り
毎
夕
輒
ち
見あ
ら
は

る
。
道
土 

其
の
事
を
異
と
し
、
敢
へ
て
人
に
告
げ
ず
。
後
に
井
を

淘さ
ら

ふ
に
因
り
て
、
一
金
兎
を
得
た
り
。
甚
だ
小
さ
く
、
奇
光
爛ら
ん

然ぜ
ん

た
り
、
即
ち
巾
箱

中
に
置
く
。
時
に
御
史
李
戎 

蒲
津
を
職
つ
か
さ
ど

り
、
道
士
と
友
と
し
て
善
く
、
道
士
因

り
て
以
て
之
を
遺お
く

る
。
其
の
後 

戎 

奉
先
県
令
よ
り
忻き
ん

州し
う

刺
史
と
為
る
。
其
の
金
兎 

忽
ち
亡に

げ
去
り
、
後
月
余
に
し
て
戎 

卒
す
。

【
語
釈
】

○
虞
鄕　

今
の
山
西
省
永
済
の
東
北
。『
旧
唐
書
』
地
理
志
二
に
、「
虞
鄕
、
漢
解
縣

地
、
後
魏
分
置
虞
鄕
縣
。
貞
觀
十
七
年
、
復
置
解
縣
、
省
虞
鄕
。
天
授
二
年
、
復
分

解
縣
置
虞
鄕
縣
（
虞
郷
、
漢
の
解
県
の
地
な
り
、
後 

魏
分
か
ち
て
虞
郷
県
を
置
く
。

貞
観
十
七
年
、
復
た
解
県
を
置
き
、
虞
郷
を
省
す
。
天
授
二
年
、
復
た
解
県
を
分

か
ち
て
虞
郷
県
を
置
く
）」
と
あ
る
。　

○
山
觀　

山
中
の
道
観
。　

○
滌
陽
道
士　

道
士
の
名
。
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。　

○
大
和　

唐
の
第
十
四
代

皇
帝
文
宗
李
昂
（
在
位
は
八
二
六
〜
八
四
〇
）
の
年
号
。
太
和
と
も
い
う
。
八
二
七

年
〜
八
三
五
年
。　

○
壇　

道
士
が
祭
祀
な
ど
の
儀
式
を
行
う
、
土
で
築
か
れ
た
高

い
台
。　

○
見
庭　
「
見
」
字
、
会
校
本
は
「
觀
」
に
作
る
。　

○
醮
壇　

道
士
が

祭
祀
を
お
こ
な
う
祭
壇
。「
呉
清
妻
」（『
太
平
広
記
』
巻
六
七
引
『
逸
史
』）
に
、「
日

落
焚
香
坐
醮
壇
、
庭
花
露
濕
漸
更
闌
。
淨
水
仙
童
調
玉
液
、
春
霄
羽
客
化
金
丹
（
日

落
ち
香
を
焚た

き
て
醮
壇
に
坐
し
、
庭
花
露つ
ゆ

湿う
る
ほ

ひ
て
漸や
う
や

く
更
に
闌
た
け
な
は

な
り
。
浄
水

も
て
仙
童 

玉
液
を
調
し
、
春
霄
も
て
羽
客 

金
丹
を
化
す
）」
と
あ
る
。　

○
環
繞　

周
囲
を
ぐ
る
っ
と
め
ぐ
る
こ
と
。　

○
精
金　

精
錬
さ
れ
た
金
属
。
こ
こ
で
は
、
純

金
を
い
う
。　

○
淘
井　

井
戸
な
ど
の
に
た
ま
っ
た
泥
土
や
汚
水
を
く
み
出
す
こ
と
。　

○
金
兎　

黄
金
の
う
さ
ぎ
。　

○
爛
然　

光
輝
き
あ
ざ
や
か
な
さ
ま
。　

○
巾
箱　

書
巻
や
文
書
な
ど
を
入
れ
る
小
箱
。　

○
李
戎　

元
和
、
長
慶
の
頃
の
人
。
草
書
や

隷
書
に
巧
み
で
世
に
知
ら
れ
た
。
司
空
図
「
書
屛
記
」（『
司
空
表
聖
文
集
』
四
部
叢

刊
所
収
）
に
、「
元
和
、
長
慶
閒
、
先
大
夫
初
以
詩
師
友
兵
部
盧
公
戴
、
從
事
於
商
於
。

因
題
記
唱
和
、
乃
以
書
受
知
於
裴
公
休
、
辟
倅
鍾
陵
。
及
徵
拜
侍
御
史
、
退
居
中
條
。

時
李
忻
州
戎
亦
以
草
隷
著
稱
、
爲
計
吏
在
蒲
、
因
輟
所
寶
徐
公
浩
眞
跡
一
屛
、
以
爲

貺
壽
。
凡
四
十
二
幅
、
八
體
皆
備
、
所
題
多
文
選
五
言
（
元
和
、
長
慶
の
間
、
先
に

大
夫 

初
め
詩
を
以
て
兵
部
盧
公
戴
と
師
友
た
り
、
商
於
に
従
事
す
。
題
記
唱
和
に

因
り
、
乃
ち
書
を
以
て
知
を
裴
公
休
に
受
け
、
辟め

さ
れ
て
鍾
陵
に
倅さ
い

た
り
。
徴め

さ
れ

て
侍
御
史
を
拝
す
る
に
及
び
、
中
條
に
退
居
す
。
時
に
李
忻
州
戎 

亦
た
草
隷
を
以

て
称ほ
ま
れ

を
著あ
ら
は

し
、
計
吏
と
為
り
て
蒲
に
在
り
、
因
っ
て
宝
と
す
る
所
の
徐
公
浩
の
真

跡
一
屛
を
輟や

め
、
以
て
貺
壽
と
為
す
。
凡
そ
四
十
二
幅
、
八
体
皆
な
備
は
り
、
題
す

る
所
の
多
く
は
文
選
五
言
た
り
）」
と
あ
る
。　

○
蒲
津　

蒲
州
黄
河
流
域
の
渡
し

場
。
転
じ
て
こ
こ
で
は
蒲
州
の
こ
と
を
い
う
。
今
の
山
西
省
永
済
県
一
帯
。　

○
奉

先　

県
名
。
今
の
陝
西
省
蒲
城
県
。　

○
忻
州　

今
の
山
西
省
忻
州
市
一
帯
。

【
現
代
語
訳
】

　

虞
郷
の
山
中
に
は
道
観
が
あ
り
、
大
変
奥
深
く
ひ
っ
そ
り
し
た
場
所
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
滌
陽
道
士
の
住
居
が
あ
っ
た
。
大
和
（
八
二
七
〜
八
三
五
）
の
こ
ろ
、

道
士
は
か
つ
て
あ
る
夕
方
に
ひ
と
り
で
祭
壇
に
登
っ
て
遠
く
を
眺
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
庭
で
突
然
不
思
議
な
光
が
井
戸
の
中
か
ら
出
て
い
る
の
を
見
た
。
突
然
何
か
が
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風
輕
、
蓮
舌
泠
泠
詞
調
新
（
璧
月
夜
満
ち
楼
風
軽
や
か
に
、
蓮
舌
泠
泠
と
し
て
詞
調

新
た
な
り
）」
と
あ
る
。　

○
磬
中
鳴　
「
磬
」
は
石
で
作
ら
れ
た
楽
器
の
一
種
。「
磬

中
鳴
」
で
、
小
型
の
磬
を
意
味
す
る
か
。『
隋
書
』
巻
十
四
「
音
楽
志
中
」
に
、「
大

鼓
、長
鳴
工
人
、
皁
地
苣
文
、金
鉦
、棡
鼓
、小
鼓
、中
鳴
、吳
橫
吹
工
人
、靑
地
苣
文
。

（
大
鼓
、
長
鳴
の
工
人
は
、
皁
地
苣
文
な
り
、
金
鉦
、
棡
鼓
、
小
鼓
、
中
鳴
、
吳
橫

吹
の
工
人
は
、
青
地
苣
文
な
り
）」
と
あ
り
、
中
鳴
は
長
鳴
に
比
し
て
小
型
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
悽
越　

も
の
悲
し
い
高
い
音
。　

○
甚
雨　

大
雨
。　

○
奇
古　

珍
し
く
て
古
め
か
し
い
さ
ま
。　

○
與
金
之
缶
甚
異　
「
金
」

字
を
、会
校
本
は
孫
本
等
に
拠
り「
今
」字
に
改
め
る
。　

○
隱
然
有
文　
「
隠
然
」は
、

か
す
か
で
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
缶
に
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
は
っ
き
り

と
は
見
え
な
か
っ
た
。　

○
滌
去　

水
な
ど
で
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
。　

○
塵
蘚　

塵
や
こ
け
。　

○
崔
子
玉
座
右
銘
也　
「
崔
子
玉
」
は
、
後
漢
の
崔
瑗
の
こ
と
。
文

辞
に
す
ぐ
れ
、
と
り
わ
け
書
、
記
、
箴
、
銘
を
善
く
し
た
。『
後
漢
書
』
巻
五
十
二

に
伝
が
あ
る
。
ま
た
、崔
瑗
「
座
右
銘
」
は
、『
文
選
』
巻
五
十
六
に
収
め
る
。
な
お
、

こ
の
箇
所
を
会
校
本
は
『
宣
室
志
』
に
従
い
、「
崔
子
玉
古
罄
銘
也
」
と
改
め
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

進
士
の
李
員
は
、
河
東
の
人
で
あ
る
が
、
長
安
の
延
寿
里
に
住
ん
で
い
た
。
元
和

年
間
の
初
夏
の
あ
る
日
の
夕
方
、
員
は
ひ
と
り
で
部
屋
に
い
た
。
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て

う
と
う
と
し
て
い
る
と
、
突
然
部
屋
の
西
の
す
み
に
か
す
か
に
音
が
な
る
の
を
聞
い

た
。
音
は
か
ぼ
そ
く
遠
く
、
カ
ン
カ
ン
と
金
石
の
音
楽
を
奏
で
る
か
の
よ
う
で
、
こ

う
し
た
こ
と
が
長
い
間
止
ま
な
か
っ
た
。
突
然
歌
う
者
が
い
て
、
そ
の
歌
声
は
と
て

も
澄
ん
で
い
て
高
く
、
よ
く
通
っ
て
ま
た
長
く
止
ま
な
か
っ
た
。
員
は
こ
っ
そ
り
そ

の
歌
詞
を
書
き
と
め
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
　

色
は
藍
の
葉
の
青
と
は
異
な
り

　
　

音
は
小
型
の
磬け
い

の
よ
う

　
　

七
月
七
日
に

　
　

私
は
あ
な
た
に
そ
の
形
を
示
し
ま
し
ょ
う

歌
い
お
わ
る
と
、
そ
の
音
楽
は
止
ん
だ
。
員
は
驚
き
ま
た
不
思
議
に
思
っ
た
。
太
陽

が
の
ぼ
る
と
、
家
の
召
使
い
に
命
じ
て
そ
の
跡
を
調
べ
さ
せ
た
が
、
何
も
得
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
夕
べ
、
員
は
ひ
と
り
で
い
る
と
、
ま
た
そ
の
音
を
聞

い
た
が
、
も
の
悲
し
く
よ
く
響
き
そ
の
う
え
長
い
時
間
に
わ
た
っ
た
が
、
歌
は
前
日

の
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
歌
が
お
わ
る
と
、
員
は
心
の
中
で
そ
れ
が
怪
異
で
あ
る

と
知
る
や
、
ひ
そ
か
に
こ
の
出
来
事
を
怪
し
く
思
っ
た
。
だ
い
た
い
数
晩
に
わ
た
っ

て
こ
の
よ
う
な
音
楽
を
聞
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
秋
に
な
り
、
最
初
の
六
日
は

夜
に
大
雨
が
降
っ
て
、
そ
の
堂
の
北
の
垣
根
が
倒
れ
た
。
次
の
日
垣
根
の
北
に
ま
た

そ
の
音
を
聞
い
た
。
員
は
驚
い
て
そ
こ
を
見
た
と
こ
ろ
、
北
の
垣
根
の
下
で
一
つ
の

缶
を
手
に
入
れ
た
。
大
き
さ
は
わ
ず
か
に
一
尺
あ
ま
り
、
金
を
用
い
て
造
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
形
状
は
珍
し
く
ま
た
古
め
か
し
く
て
、
普
通
の
金
の
缶
と
は
大
変
異
な
っ

て
い
た
。
苔
は
そ
の
光
を
覆
い
隠
し
、
そ
の
下
に
は
か
す
か
に
文
字
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
見
て
も
は
っ
き
り
と
読
む
こ
と
は
で
き
ず
、
千
百
年
は
た
っ
て
い
よ
う
か
と

い
う
楽
器
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
叩
け
ば
、
そ
の
音
は
き
わ
め
て
長
く
響
い
た
。
す
ぐ

に
命
じ
て
塵
や
苔
を
洗
い
清
め
さ
せ
る
と
、（
そ
の
下
に
あ
っ
た
字
が
）
読
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
字
は
み
な
小
篆
の
字
体
で
あ
り
、
崔
子
玉
の
「
座
右

銘
」
で
あ
っ
た
。
員
は
こ
の
楽
器
を
手
に
入
れ
て
こ
れ
を
不
思
議
な
出
来
事
で
あ
る

と
考
え
た
が
、つ
い
に
い
つ
の
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

18
「
虞
鄕
道
士
」

　

虞
鄕
有
山
觀
、
甚
幽
寂
、
有
滌
陽
道
士
居
焉
。
大
和
中
、
道
士
嘗
一
夕
獨
登
壇
望
、

見
庭
忽
有
異
光
自
井
泉
中
發
。
俄
有
一
物
、
狀
若
兎
、
其
色
若
精
金
、
隨
光
而
出
、

環
繞
醮
壇
久
之
、
復
入
于
井
。
自
是
毎
夕
輒
見
。
道
土
異
其
事
、
不
敢
告
於
人
。
後
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偃
於
榻
、
寐
未
熟
、
忽
聞
室
之
西
隅
有

聲
。
纖
而
遠
、
鏘
然
若
韻
金
石
樂
、
如
是

久
不
絕
。
俄
而
有
歌
者
、
其
音
極
淸
越
、
泠
泠
然
、
又
久
不
已
。
員
竊
誌
其
歌
詞
曰
、

「
色
分
藍
葉
靑
、
聲
比
磬
中
鳴
、
七
月
初
七
日
、
吾
當
示
汝
形
」
歌
竟
、
其
音
闋
。

員
且
驚
且
異
。
朝
日
、命
家
僮
窮
其
跡
、不
能
得
焉
。
是
夕
、員
方
獨
處
、又
聞
其
聲
、

悽
越
且
久
、
亦
歌
如
前
。
詞
竟
、
員
心
知
爲
怪
也
、
默
然
異
之
。
如
是
凡
數
夕
、
亦

聞
焉
。
後
至
秋
、
始
六
日
、
夜
有
甚
雨
、
隤
其
堂
之
北
垣
。
明
日
、
垣
北
又
聞
其
聲
、

員
驚
而
視
之
、
於
北
垣
下
得
一
缶
。
僅
尺
餘
、
制
用
金
成
、
形
狀
奇
古
、
與
金
之
缶

甚
異
。
苔
翳
其
光
、
隱
然
有
文
、
視
不
可
見
、
蓋
千
百
年
之
器
也
。
叩
之
、
則
其
韻

極
長
。
卽
命
滌
去
塵
蘚
、
方
可
讀
之
。
字
皆
小
篆
書
。
乃
崔
子
玉
座
右
銘
也
。
員
得

而
異
之
、
然
竟
不
知
何
代
所
製
也
。（
出
『
宣
室
志
』）

【
書
き
下
し
文
】

　

進
士
李
員
、
河
東
の
人
な
り
、
長
安
延
寿
里
に
居を

る
。
元
和
初
夏
の
一
夕
、
員 

独
り
其
の
室
に
処
る
。
方
に
榻た
ふ

に
偃ふ

し
、
寐い

ね
て
未
だ
熟
せ
ざ
る
に
、
忽
ち
室
の
西

隅
に
微
声
あ
る
を
聞
く
。
纖ち
ひ

さ
く
し
て
遠
く
、
鏘さ
う

然ぜ
ん

と
し
て
金
石
の
楽
を
韻
す
る
が

若
く
、
是
の
如
く
久
し
く
し
て
絶
え
ず
。
俄に
は

か
に
し
て
歌
ふ
者
有
り
。
其
の
音 

極

め
て
清
越
、
泠
泠
然
と
し
て
、
又
た
久
し
く
已や

ま
ず
。
員 

竊ひ
そ

か
に
其
の
歌
詞
を
誌し
る

し
て
曰
は
く
、「
色
は
藍
葉
の
青
を
分
か
ち
、
声
は
磬
中
の
鳴
に
比
す
。
七
月
初
七

日
、
吾
当
に
汝
に
形
を
示
す
べ
し
」
と
。
歌
ひ
竟を

は
り
て
、
其
の
音
闋や

む
。
員 
且

つ
驚
き
且
つ
異
と
す
。
朝
日
、
家
僮
に
命
じ
て
其
の
跡
を
窮き
は

め
し
む
る
も
、
得
る

こ
と
能
は
ず
。
是
の
夕
、
員 

方
に
独
り
処を

り
、
又
た
其
の
声
を
聞
く
に
、
悽
越
に

し
て
且
つ
久
し
く
、
亦
た
歌
ふ
こ
と
前
の
如
し
。
詞 

竟
は
り
、
員 

心
に
怪
為た

る
を

知
る
や
、
黙
然
と
し
て
之
を
異
と
す
。
是
の
如
き
こ
と
凡
そ
数
夕
、
亦
た
聞
く
。
後 

秋
に
至
り
、
始
め
の
六
日
、
夜 

甚
雨
有
り
、
其
の
堂
の
北
垣
を
隤く
づ

す
。
明
日
、
垣

の
北
に
又
た
其
の
声
を
聞
く
。
員 

驚
き
て
之
を
視
る
に
、
北
垣
の
下
に
一
缶
を
得

た
り
。
僅
か
に
尺
余
、
制つ
く

る
に
金
を
用
ひ
て
成
り
、
形
状
は
奇
古
、
金
の
缶
と
甚
だ

異
な
れ
り
。
苔
は
其
の
光
を
翳お
ほ

ひ
、
隠
然
と
文
有
り
、
視
る
も
見
る
べ
か
ら
ず
、
蓋

し
千
百
年
の
器
な
り
。
之
を
叩
け
ば
、
則
ち
其
の
韻 

極
め
て
長
し
。
即
ち
命
じ
て

塵じ
ん

蘚せ
ん

を
滌て
き

去き
よ

せ
し
む
る
に
、
方
に
之
を
読
む
こ
と
可
な
り
。
字
は
皆
な
小
篆
の
書
、

乃
ち
崔
子
玉
の
座
右
銘
な
り
。
員 

得
て
之
を
異
と
し
、
然
る
に
竟
に
何
れ
の
代
の

製つ
く

る
所
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
】

○
李
員　

未
詳
。　

○
河
東　

郡
名
。
現
在
の
山
西
省
永
済
市
の
西
。　

○
延
壽
里

　

朱
雀
門
街
の
西
第
三
街
、
皇
城
の
西
第
一
街
、
街
西
の
北
か
ら
第
五
坊
の
延
壽
坊

の
こ
と
。
徐
松
『
唐
両
京
城
坊
考
』
巻
四
参
照
。　

○
偃
於
榻　

ベ
ッ
ド
に
仰
向
け

に
寝
る
。「
偃
」
は
仰
向
け
に
寝
る
こ
と
。「
榻
」
は
寝
台
の
こ
と
。　

○
鏘
然　

金

属
や
石
な
ど
が
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
澄
ん
だ
音
。「
葉
法
善
」（『
太
平
広

記
』
巻
二
十
六
引
『
集
異
記
』
及
『
仙
伝
拾
遺
』）
に
、「
開
元
初
、
正
月
望
夜
、
玄

宗
移
仗
于
上
陽
宮
以
觀
燈
。
尚
方
匠
毛
順
心
、
結
搆
綵
樓
三
十
餘
閒
、
金
翠
珠
玉
、

閒
廁
其
內
、
樓
高
百
五
十
尺
、
微
風
所
觸
、
鏘
然
成
韻
（
開
元
の
初
め
、
正
月
望
夜
、

玄
宗 

仗
を
上
陽
宮
に
移
し
以
て
観
灯
す
。
尚
方
の
匠 

毛
順
心
、
綵
楼
三
十
余
間
を

結
搆
し
、
金
翠
珠
玉
、
其
の
内
に
間
廁
す
。
楼
の
高
さ
百
五
十
尺
、
微
風
触
る
る
所
、

鏘
然
と
し
て
韻
を
成
す
）」
と
あ
る
。　

○
韻
金
石
樂　

金
石
の
音
楽
を
奏
で
る
。

「
韻
」
は
音
を
響
か
せ
る
こ
と
。『
宋
書
』
巻
九
「
後
廃
帝
紀
」
に
、「
未
嘗
吹
篪
、

執
管
便
韻
（
未
だ
嘗
て
篪
を
吹
か
ず
、
管
を
執
り
て
便
ち
韻
す
）」
と
あ
る
。
ま
た
、

前
の
「
鏘
然
」
の
語
釈
も
参
照
。「
金
石
楽
」
は
、
鐘
や
磐
な
ど
の
金
属
や
石
で
作

ら
れ
た
楽
器
で
奏
で
ら
れ
る
音
楽
の
こ
と
。　

○
俄
而　
『
会
校
本
』
は
「
俄
又
」

に
作
る
。　

○
淸
越　

澄
ん
だ
高
い
音
。『
礼
記
』
巻
六
十
三
「
聘
義
」
に
、「
叩
之

其
聲
淸
越
以
長
、
其
終
詘
然
樂
也
（
之
を
叩
く
に
其
の
声
清
越
に
し
て
以
て
長
く
、

其
の
終
は
り
詘く
つ

然ぜ
ん

た
る
は
楽
な
り
）」
と
あ
る
。　

○
泠
泠　

音
が
澄
ん
で
よ
く
と

お
る
さ
ま
。
王
轂
「
玉
樹
曲
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
百
九
十
四
）
に
、「
璧
月
夜
滿
樓
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値
す
る
、
と
い
う
こ
と
。　

○
兌　

西
の
方
角
。
八
卦
で
「
兌
」
は
西
方
を
意
味
す

る
。　

○
合
符　

割
り
符
が
一
致
す
る
こ
と
。
古
代
、
竹
や
金
属
で
符
作
り
そ
の
上

に
文
字
を
刻
み
、
そ
れ
を
二
つ
に
割
っ
て
割
り
符
と
し
た
。　

○
宣
室
志　

会
校
本

の
注
に
、「
原
作
『
寶
室
志
』。
當
作
『
宣
室
志
』。
陳
本
作
『
宣
室
志
』」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

宝
応
年
間
に
、
京
兆
に
韋
思
玄
と
い
う
男
が
い
た
が
、
洛
陽
に
仮
住
ま
い
し
て
い

た
。
性
格
は
奇
を
好
み
、
い
つ
も
神
仙
の
術
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
。
そ
の
後
嵩
山
に

遊
ん
だ
と
き
、
一
人
の
道
士
が
教
え
て
言
っ
た
、「
そ
も
そ
も
金
液
を
服
用
す
る
者

は
、
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
な
た
は
ま
ず
錬
金
の
術
を
学
ぶ
べ
き
だ
。

そ
う
す
れ
ば
赤
松
子
と
肩
を
並
べ
、
広
成
子
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。」

と
。
思
玄
は
そ
こ
で
錬
金
の
術
を
求
め
る
こ
と
十
年
、
数
百
人
の
術
士
に
会
っ
た

が
、
と
う
と
う
術
の
一
番
大
事
な
本
質
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の

あ
る
日
、
容
貌
は
と
て
も
清
ら
か
で
痩
せ
て
い
て
、
お
ど
お
ど
と
し
て
寒
そ
う
な
様

子
の
、
破
れ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
皮
衣
を
着
た
居
士
の
辛
鋭
と
い
う
者
が
、
思
玄
の
家
の

門
を
叩
い
て
、
思
玄
に
言
っ
た
、「
私
は
病
気
に
か
か
っ
た
居
士
で
す
。
ど
う
に
も

こ
う
に
も
も
う
帰
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
古
を
好
み
奇
を
尚
び
、
天

下
の
異
人
や
方
士
を
集
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は

お
目
に
か
か
り
に
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
ど
う
か
私
を
先
生
の
所
の
一
員
に
お
加
え

く
だ
さ
い
。」
と
。
思
玄
は
す
ぐ
に
居
士
を
宿
舎
に
泊
ま
ら
せ
た
。
そ
の
後
居
士
は

病
気
を
患
い
、
身
体
の
肉
が
す
べ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
た
だ
れ
、
血
も
ま
た
激
し
く
流
れ
、

韋
氏
一
家
は
み
な
彼
の
こ
と
を
疎
ま
し
く
思
っ
た
。
思
玄
は
い
つ
も
術
士
数
人
を
招

い
て
食
事
を
共
に
し
て
い
た
が
、
居
士
は
招
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
食

事
の
用
意
が
整
っ
た
頃
、
居
士
は
突
然
客
の
前
に
や
っ
て
来
て
、
む
し
ろ
の
上
に
小

便
を
し
て
す
べ
て
を
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
客
は
怒
っ
て
み
な
立
ち
あ
が
り
、
韋
氏

の
召
使
い
も
ま
た
争
う
よ
う
に
や
っ
て
来
て
彼
を
罵
っ
た
。
居
士
は
か
く
て
別
れ
を

告
げ
、
庭
に
行
く
と
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
思
玄
は
客
た
ち
と
こ
れ
を
大
変
不
思
議

な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
小
便
は
紫
金
で
あ
っ
た
。
不
思
議
な
光
が
輝

い
て
い
て
、
ま
こ
と
に
類
を
見
な
い
宝
玉
で
あ
っ
た
。
思
玄
は
驚
き
嘆
い
た
。
こ

の
不
思
議
な
出
来
事
の
意
味
を
理
解
し
た
者
が
い
て
言
っ
た
、「
居
士
は
紫
金
の
精

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
名
前
を
考
え
て
み
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
辛
と
い
う
姓
は
思
う

に
西
方
の
庚
辛
金
の
こ
と
で
す
。
鋭
と
い
う
字
は
金
に
兌
と
書
き
ま
す
が
、
兌
は
ま

た
西
の
方
角
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
意
味
を
考
え
れ
ば
、
私
の
解
釈
が

実
際
に
起
き
た
出
来
事
と
割
り
符
が
一
致
す
る
か
の
よ
う
に
ぴ
た
り
と
合
致
い
た
し

ま
し
ょ
う
。」
と
。

【
補
説
】

〈
汚
れ
と
金
〉
小
便
な
ど
の
汚
物
が
金
に
変
わ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
中
国
の
み

な
ら
ず
世
界
中
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、『
録
異
伝
』
に
載
せ
る
如
願
故
事
で
あ
ろ
う
。
06
「
雩
都
縣
人
」【
補

説
】
参
照
。

　

ま
た
、
居
士
が
皮
膚
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
た
だ
れ
る
病
気
と
な
り
人
々
か
ら
蔑
ま
れ
る

一
方
、
彼
の
小
便
が
黄
金
に
変
わ
る
と
い
う
展
開
は
、
居
士
の
持
つ
聖
と
賤
の
両
義

性
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
て
興
味
深
い
。

　

さ
ら
に
こ
の
話
は
、
日
本
の
「
光
明
皇
后
の
千
人
施
浴
」
伝
説
（『
元
亨
釋
書
』

巻
第
十
八
）
な
ど
と
も
よ
く
似
て
い
る
。
居
士
と
西
方
と
の
関
わ
り
が
暗
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
本
話
に
は
仏
教
説
話
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ま
そ
れ
以
上
論
じ
る
材
料
を
持
た
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

17
「
李
員
」

　

進
士
李
員
、
河
東
人
也
、
居
長
安
延
壽
里
。
元
和
初
夏
一
夕
、
員
獨
處
其
室
。
方
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む
。
恩
玄 

嘗つ
ね

に
術
士
数
人
を
詔め

し
て
会
食
す
、
而
れ
ど
も
居
士 

預
か
る
を
得
ず
。

既
に
膳
を
具そ
な

ふ
る
に
、
居
士 

突に
は

か
に
客
の
前
に
至
り
、
筵
席
の
上
に
溺ゆ
ば
り

し
、
尽
く

湿し
め

ら
す
。
客 

怒
り
て
皆
な
起
ち
、
韋
氏
の
家
僮
も
亦
た
競
ひ
来
た
り
て
之
を
罵
る
。

居
士
遂
に
去
る
を
告
げ
、
行
き
て
庭
に
至
る
に
、
忽
ち
見
る
所
亡な

し
。
思
玄 

諸
客

と
甚
だ
之
を
異
と
す
。
是
に
因
り
て
其
の
溺
、
乃
ち
紫
金
な
り
。
奇
光
璨
然
と
し

て
、
真
に
曠
代
の
宝
な
り
。
思
玄
且
つ
驚
き
且
つ
歎
く
。
解
く
者
有
り
て
曰
は
く
、

「
居
士
は
紫
金
の
精
な
り
。
其
の
名
氏
を
徴も
と

む
れ
ば
信
あ
り
、
且
つ
辛
は
蓋
し
西
方

の
庚
辛
金
な
り
、
而
る
に
鋭
の
字
は
兌
、
金
に
従
ふ
。
兌
も
亦
た
西
方
の
正
位
な
り
。

其
の
義
を
推
せ
ば
、
則
ち
吾
の
解
は
符
に
合
す
る
が
若
く
然
り
」
と
。

【
語
釈
】

○
寶
應　

唐
の
第
七
代
皇
帝
肅
宗
（
在
位
は
七
五
六
年
〜
七
六
二
年
）
及
び
第
八
代

皇
帝
代
宗
（
在
位
は
七
六
二
年
〜
七
七
九
年
）
の
年
号
。
七
六
二
年
〜
七
六
三
年
。

　

○
京
兆　

京
兆
府
。
長
安
を
指
す
。　

○
僑
居　

他
郷
に
仮
住
ま
い
す
る
こ
と
。

　

○
嵩
山　

河
南
省
登
封
県
の
北
に
あ
る
名
山
。
中
国
を
代
表
す
る
五
岳
の
中
岳
に

あ
た
る
。　

○
餌
金
液　
「
餌
」
は
「
服
餌
」
の
こ
と
。
薬
物
な
ど
を
摂
る
こ
と
に

よ
っ
て
養
生
す
る
こ
と
を
い
う
。「
金
液
」
は
、
金
を
液
化
し
た
も
の
。
飲
め
ば
仙

人
に
な
れ
る
と
い
う
。『
抱
朴
子
内
篇
』
巻
四
「
金
丹
」
に
、「
抱
朴
子
曰
、
金
液
太

乙
所
服
而
仙
者
也
。
不
減
九
丹
矣
、
合
之
用
古
秤
黃
金
一
斤
、
幷
用
玄
明
龍
膏
、
太

乙
旬
首
中
石
、
冰
石
、
紫
遊
女
、
玄
水
液
、
金
化
石
、
丹
砂
、
封
之
成
水
。
其
經
云
、

金
液
入
口
、
則
其
身
皆
金
色
（
抱
朴
子
曰
は
く
、
金
液 

太
乙
の
服
し
て
仙
と
な
る

所
の
者
な
り
。
九
丹
よ
り
減
ぜ
ず
、
之
を
合
す
る
に
古
秤
の
黄
金
一
斤
を
用
ひ
、
幷

せ
て
玄
明
龍
膏
、
太
乙
旬
首
中
石
、
冰
石
、
紫
遊
女
、
玄
水
液
、
金
化
石
、
丹
砂
を

用
ひ
て
、
之
を
封
じ
て
水
と
成
す
。
其
の
経
に
云
ふ
、
金
液 

口
よ
り
入
れ
ば
、
則

ち
其
の
身
皆
な
金
色
な
り
、
と
）」
と
あ
る
。　

○
赤
松
子　

古
の
仙
人
の
名
。
神

農
の
こ
ろ
の
雨
師
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
列
仙
伝
』
巻
上
参
照
。　

○
廣
成　

古
の

仙
人
広
成
子
の
こ
と
。
崆
峒
山
上
の
石
室
の
中
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。『
神
仙
伝
』

巻
一
参
照
。　

○
居
士　

在
野
に
あ
っ
て
仙
道
の
修
行
を
し
て
い
る
者
。　

○
愀
然　

不
安
に
な
っ
て
心
配
す
る
さ
ま
。『
荀
子
』
修
身
篇
に
、「
見
不
善
、
愀
然
必
以
自
省

也
（
不
善
を
見
る
と
き
は
、愀
然
と
し
て
必
ず
以
て
自
ら
省か
へ
り

み
る
な
り
）」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
お
ど
お
ど
し
た
様
子
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
底
本
は
「
偢
然
」
に
作
る

が
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
会
校
本
の
指
摘
に
従
い
字
を
改
め
た
。　

○
寒
色　

寒

そ
う
な
様
子
。
こ
こ
で
は
、
辛
鋭
の
様
子
が
み
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
を
言
う
。　

○
弊

裘　

破
れ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
皮
衣
。　

○
病
士　

病
気
に
か
か
っ
た
処
士
。
も

と
「
病
亡
」
に
作
る
を
、
中
華
書
局
本
は
明
鈔
本
に
拠
っ
て
「
病
士
」
に
改
め
て
い

る
。
一
方
、
会
校
本
は「
病
甚
」と
改
め
、「
原
作『
亡
』。
沈
本
作『
士
』。
現
拠『
宣

室
志
』
改
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
と
「
病
が
重
く
」
の
意
に
な
る
。
い
ま
と
り

あ
え
ず
、
底
本
に
従
う
。　

○
異
人
方
士　
「
異
人
」
は
、
尋
常
で
は
な
い
才
を
持

つ
人
。「
方
士
」
は
方
術
の
士
。　

○　

盡
潰
血
且
甚　
「

」
は
本
来
肉
を
煮
込
ん

だ
あ
つ
も
の
を
い
う
。「
潰
」
は
身
体
の
組
織
が
た
だ
れ
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
、「

盡
潰
」
で
身
体
の
肉
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
様
子
を
言
う
か
。
な

お
、
こ
の
六
字
を
会
校
本
は
『
宣
室
志
』
に
拠
り
「
癰
盡
潰
、
血
穢
甚
」
と
改
め
る
。

「
癰
」
は
悪
性
の
腫
れ
物
の
こ
と
。
こ
れ
だ
と
、「
悪
性
の
腫
れ
物
が
こ
と
ご
と
く
た

だ
れ
、
流
れ
る
血
で
身
体
が
た
い
へ
ん
け
が
れ
て
い
た
」
と
い
う
意
に
な
る
。　

○

詔　

呼
び
寄
せ
て
会
う
。
会
校
本
は
孫
本
等
に
拠
っ
て
「
召
」
に
改
め
る
。　

○
因

是
其
溺　
「
溺
」
は
、
小
便
を
ま
き
散
ら
す
こ
と
。
な
お
、
会
校
本
は
孫
本
等
に
拠

り
「
是
」
を
「
視
」
に
改
め
る
。　

○
紫
金　

銅
合
金
の
一
種
で
あ
る
赤
銅
の
こ
と
。

03
「
霍
光
」
語
釈
参
照
。　

○
曠
代　

類
を
み
な
い
。
謝
霊
運
「
傷
己
賦
」（『
藝
文

類
聚
』巻
三
四
）に
、「
丁
曠
代
之
渥
惠
、遭
謬
眷
於
君
子（
曠
代
の
渥あ
つ

き
恵
み
に
丁あ
た

り
、

謬あ
や
ま

り
て
君
子
に
眷
か
へ
り
み

ら
る
る
に
遭あ

ふ
）」と
あ
る
。　

○
徵
其
名
氏
信
矣　

「
名
氏
」

は
姓
名
の
こ
と
、「
徴
」
は
深
く
考
え
追
求
す
る
こ
と
を
い
う
。「
辛
鋭
」
と
い
う
居

士
の
名
前
を
深
く
考
え
て
み
れ
ば
、
彼
が
「
紫
金
の
精
」
で
あ
る
こ
と
は
信
じ
る
に
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下
。」「
汝
誰
也
。」
曰
、「
我
杵
也
。
在
竈
下
。」
及
曉
、
文
按
次
掘
之
、
得
金

銀
各
五
百
斤
、
錢
千
餘
萬
。
仍
取
杵
焚
之
。
宅
遂
淸
安
。（
魏
郡
の
張
奮
は
、

家
巨
富
な
り
。
後　

暴
か
に
衰
へ
、
遂
に
宅
を
売
り
て
黎
陽
の
程
家
に
与
ふ
。

程
入
り
て
居
る
に
、
死
病
相
継
ぐ
。
転
じ
売
り
て
鄴
人
の
何
文
に
与
ふ
。
文　

日
暮
れ
、
乃
ち
刀
を
持
ち
、
北
堂
中
の
梁
上
に
上
り
て
坐
す
。
二
更
の
竟
り
に

至
り
、
忽
ち
一
人
を
見
る
。
長
丈
余
、
高
冠
黄
衣
に
し
て
、
堂
に
升
り
呼
び
て

問
ふ
、「
細
腰
、
舎
中
何
を
以
て
生
人
の
気
有
る
や
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、「
之

無
し
」
と
。
須
臾
に
し
て
、
一
の
高
冠
青
衣
な
る
者
有
り
。
之
に
次
ぎ
て
、
又

高
冠
白
衣
な
る
者
有
り
。
問
答
並
び
に
前
の
如
し
。
将
に
曙あ

け
ん
と
す
る
に
及

び
、
文
乃
ち
堂
中
に
下
り
、
向
の
法
の
如
く
に
し
て
之
を
呼
ぶ
。
問
ひ
て
曰

く
、「
黄
衣
な
る
者
は
誰
ぞ
や
」
と
。
曰
く
、「
金
な
り
。
堂
の
西
壁
の
下
に
在

り
」
と
。「
青
衣
な
る
者
は
誰
ぞ
や
」
と
。
曰
く
、「
銭
な
り
。
堂
前
の
井
辺
五

歩
に
在
り
」
と
。「
白
衣
な
る
者
は
誰
ぞ
や
」
と
。
曰
く
、「
銀
な
り
。
牆
の
東

北
の
角
の
柱
の
下
に
在
り
」
と
。「
汝
は
誰
ぞ
や
」
と
。
曰
く
、「
我
は
杵
な
り
。

竈
の
下
に
在
り
」
と
。
暁
に
及
び
、
文　

次
を
按
じ
て
之
を
掘
り
、
金
銀
各
お

の
五
百
斤
、
銭
千
余
万
を
得
た
り
。
仍よ

り
て
杵
を
取
り
て
之
を
焚
く
。
宅
遂
に

清
安
な
り
。）

　

ま
た
、
こ
う
し
た
凶
宅
の
怪
異
を
退
治
す
る
話
は
、『
捜
神
記
』
巻
十
八
「
宋
大

賢
」、『
捜
神
記
』
巻
十
八
「
安
陽
亭
」、『
捜
神
記
』
巻
一
九
「
何
銅
」
な
ど
、
非
常

に
多
く
見
ら
れ
る
。

〈
器
物
の
怪
〉
一
方
、
こ
の
話
は
金
や
爛
木
と
い
っ
た
モ
ノ
が
妖
怪
化
し
、
人
間
に

禍
を
も
た
ら
す
と
い
う
「
器
物
の
怪
」
を
語
っ
た
話
で
も
あ
る
。
器
物
の
怪
に
関
し

て
は
、
07
「
何
文
」【
補
説
】
参
照
。

16
「
韋
思
玄
」

　

寶
應
中
、
有
京
兆
韋
思
玄
、
僑
居
洛
陽
。
性
尚
奇
、
嘗
慕
神
仙
之
術
、
後
遊
嵩
山
、

有
道
士
敎
曰
、「
夫
餌
金
液
者
、
可
以
延
壽
。
吾
子
當
先
學
煉
金
、
如
是
則
可
以
肩
赤

松
、
駕
廣
成
矣
。」
思
玄
於
是
求
煉
金
之
術
、
積
十
年
、
遇
術
士
數
百
、
終
不
能
得
其

妙
。
後
一
日
、
有
居
士
辛
銳
者
、
貌
甚
淸
痩
、
愀
然
有
寒
色
、
衣
弊
裘
、
叩
思
玄
門
、

謂
思
玄
曰
、「
吾
病
士
（
士
、
原
作
亡
。
據
明
抄
本
改
）、
窮
無
所
歸
。
聞
先
生
好
古
尚
奇
、

集
天
下
異
人
方
士
。
我
故
來
謁
耳
。
願
先
生
納
之
。」
思
玄
卽
止
居
士
於
舍
。
其
後

居
士
身
疾
、

盡
潰
血
且
甚
、
韋
氏
一
家
盡
惡
之
。
恩
玄
嘗
詔
術
士
數
人
會
食
、
而

居
士
不
得
預
。
既
具
膳
、
居
士
突
至
客
前
、
溺
於
筵
席
上
、
盡
濕
。
客
怒
皆
起
、
韋

氏
家
僮
亦
競
來
罵
之
。
居
士
遂
告
去
、
行
至
庭
、
忽
亡
所
見
。
思
玄
與
諸
客
甚
異
之
。

因
是
其
溺
、
乃
紫
金
也
。
奇
光
璨
然
、
眞
曠
代
之
寶
。
思
玄
且
驚
且
歎
。
有
解
者
曰
、

「
居
士
紫
金
精
也
。
徵
其
名
氏
信
矣
、
且
辛
者
蓋
西
方
庚
辛
金
也
、
而
銳
字
兌
從
金
。

兌
亦
西
方
之
正
位
。
推
其
義
、
則
吾
之
解
若
合
符
然
。（
出
『
宣
室
志
』）

【
書
き
下
し
文
】

　

宝
応
中
、
京
兆
の
韋
思
玄
な
る
も
の
有
り
、
洛
陽
に
僑
居
す
。
性
は
奇
を
尚た
ふ
と
び
、

嘗つ
ね

に
神
仙
の
術
を
慕し
た

ふ
。
後
に
嵩
山
に
遊
ぶ
に
、
道
士
有
り
教
へ
て
曰
は
く
、「
夫

れ
金
液
を
餌く

ら
ふ
者
は
、
以
て
寿
を
延
ば
す
べ
し
。
吾
子 

当
に
先
に
煉
金
を
学
ぶ

べ
し
、
是
の
如
く
せ
ば
則
ち
以
て
赤
松
に
肩
し
、
広
成
を
駕し
の

ぐ
べ
し
」
と
。
思
玄 

是
に
於
て
煉
金
の
術
を
求
め
、
積
む
こ
と
十
年
、
術
士
数
百
に
遇あ

ふ
も
、
終
に
其
の

妙
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
後
一
日
、
居
士
の
辛
鋭
な
る
者
有
り
、
貌
は
甚
だ
清
痩
、

愀し
う

然ぜ
ん

と
し
て
寒
色
有
り
、
弊
裘
を
衣き

、
思
玄
の
門
を
叩
き
、
思
玄
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、

「
吾
は
病
の
士
な
り
、
窮き

は

ま
り
て
帰
る
所
無
し
。
聞
く
な
ら
く
先
生 

古
を
好
み
奇
を

尚
び
、
天
下
の
異
人
・
方
士
を
集
む
、
と
。
我 

故
に
来
た
り
て
謁
す
る
の
み
。
願

は
く
は
先
生 
之
を
納
れ
よ
」
と
。
思
玄 

即
ち
居
士
を
舎
に
止と

ま
ら
し
む
。
其
の
後 

居
士 

身 

疾や

み
、

は
尽
こ
と
ご
と

く
潰つ
ひ

え
血 

且
つ
甚
だ
し
く
、
韋
氏
の
一
家 

尽
く
之
を
悪に
く
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者
が
い
た
が
、
誠
実
な
人
物
で
あ
っ
た
が
貧
し
さ
に
苦
し
み
、
こ
の
家
の
こ
と
を
知

り
安
い
値
段
で
元
の
持
ち
主
か
ら
こ
の
家
を
借
り
た
。
た
だ
契
約
を
か
わ
し
た
だ
け

で
、
い
ま
だ
一
銭
の
お
金
も
持
ち
主
に
は
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
夕
方
に
な

る
と
、
自
分
で
ベ
ッ
ド
を
手
に
し
て
、
大
広
間
に
向
か
っ
て
置
い
て
寝
た
。
二
時
間

た
っ
て
も
ま
だ
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
広
間
か
ら
出
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て
い

た
。
す
る
と
突
然
東
の
垣
根
の
下
に
赤
い
も
の
が
一
つ
あ
る
の
を
見
た
が
、
そ
れ
は

人
の
形
の
よ
う
で
、
手
足
が
無
く
、
表
か
ら
裏
ま
で
光
を
通
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ

れ
が
「
お
い
。」
と
呼
び
か
け
た
。
遏
は
こ
れ
を
見
た
が
動
か
な
か
っ
た
。
し
ば
ら

く
し
て
、
そ
れ
が
ま
た
声
を
お
さ
え
て
呼
び
か
け
た
、「
爛
木
よ
、
お
い
。」
と
。
西

の
垣
根
の
下
に
何
者
か
が
い
て
、
答
え
て
い
っ
た
、「
お
う
。」
と
。
赤
物
が
問
い
か

け
た
、「
何
者
だ
。」
と
。「
知
ら
な
い
。」
ま
た
言
っ
た
、「
ゴ
ー
ン
。」
と
。
爛
木
は

答
え
て
言
っ
た
、「
す
ば
ら
し
い
。」
と
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
赤
物
の
い
る
場
所
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
遏
は
階
段
を
下
り
て
、
中
庭
で
爛
木
を
呼
ん
で
言
っ
た
、「
金

精
は
私
に
会
っ
て
い
る
は
ず
だ
、
ど
う
し
て
大
き
な
声
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。」

と
。
爛
木
が
答
え
て
言
っ
た
、「
わ
か
ら
な
い
。」
遏
は
ま
た
「
以
前
に
人
を
殺
し
た

や
つ
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
。」
と
問
う
た
。
爛
木
が
言
っ
た
、「
他
に
別
の
者
が
い
る

わ
け
で
は
な
い
、
た
だ
金
精
が
い
る
だ
け
だ
。
彼
ら
の
福
は
そ
も
そ
も
薄
く
、
こ
こ

に
住
む
こ
と
に
う
ま
く
適
応
で
き
ず
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
。」
と
。

　

夜
が
明
け
た
が
、
そ
れ
以
上
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
遏
は
そ
こ
で
み
ず
か
ら
土

を
起
こ
す
農
具
を
借
り
て
、
ま
ず
西
の
垣
根
の
下
を
掘
っ
た
。
地
面
か
ら
三
尺
ほ
ど

掘
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
本
の
朽
ち
た
柱
を
見
つ
け
た
が
、
柱
の
中
心
は
血
の
色
の
よ

う
で
、
堅
い
こ
と
は
石
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ま
た
、
東
の
垣
根
の
下
を
掘

る
こ
と
二
日
、
ほ
と
ん
ど
一
丈
に
達
し
た
と
き
、
一
つ
の
四
角
い
石
を
見
つ
け
た
。

そ
れ
は
広
さ
が
一
丈
四
寸
、
長
さ
が
一
丈
八
寸
で
あ
っ
た
。
石
の
上
に
は
篆
書
で
、

「
夏
の
天
子
が
紫
金
三
十
斤
を
、
徳
あ
る
者
（
有
徳
者
）
に
与
え
る
。」
と
刻
ま
れ

て
い
た
。
遏
は
「
自
分
は
何
か
徳
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
か
。」
と
自
問
自
答
し
た
。

ま
た
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
言
っ
た
、「
私
は
こ
の
宝
を
得
て
、
そ
し
て
そ
の
あ
と
に

徳
を
修
め
た
な
ら
良
く
な
い
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
。」
と
。
こ
う
し
て
た
め

ら
っ
て
ど
う
す
る
か
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
も
、
ま
た
た
め

息
を
つ
く
だ
け
で
決
ま
ら
な
い
。
突
然
そ
の
爛
木
が
話
し
か
け
て
言
っ
た
、「
ど
う

し
て
名
前
を
有
徳
と
改
め
な
い
の
か
。
そ
う
す
れ
ば
問
題
な
か
ろ
う
。」
と
。
遏
は

言
っ
た
、「
そ
れ
は
良
い
。」
か
く
し
て
有
徳
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
爛
木
は
言
っ

た
、「
お
ま
え
が
も
し
私
を
昆
明
池
に
送
っ
て
行
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
以
降
二
度

と
私
は
人
を
惑
わ
さ
ぬ
。」
と
。
有
徳
は
こ
れ
を
許
し
た
。
明
く
る
日
さ
ら
に
一
丈

あ
ま
り
掘
る
と
、
一
つ
の
鉄
の
甕
を
手
に
入
れ
た
。
こ
れ
を
開
く
と
紫
金
三
十
斤
を

得
た
。
有
徳
は
そ
こ
で
家
賃
を
支
払
い
家
を
修
理
し
、
爛
木
を
昆
明
池
に
送
り
届
け

た
。
そ
し
て
戸
を
閉
め
て
学
問
に
励
ん
だ
。
三
年
た
っ
て
、
范
陽
に
請
わ
れ
て
彼
の

幕
下
に
入
り
、
七
年
も
た
た
な
い
間
に
冀
州
刺
史
の
地
位
を
得
た
。
そ
の
家
に
は
、

こ
れ
以
降
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

【
補
説
】

〈
凶
宅
捉
怪
得
宝
故
事
〉
本
話
は
、
凶
事
の
起
こ
る
家
に
引
っ
越
し
し
た
者
が
最
終

的
に
富
を
得
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
本
話
の
類
話
と
し
て
は
、『
列
異
伝
』
の
「
張
奮
」

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

　

魏
郡
張
奮
者
、
家
巨
富
。
後
暴
衰
、
遂
賣
宅
與
黎
陽
程
家
。
程
入
居
、
死
病

相
継
。
転
賣
與
鄴
人
何
文
。
文
日
暮
、
乃
持
刀
、
上
北
堂
中
梁
上
坐
。
至
二
更

竟
、
忽
見
一
人
。
長
丈
餘
、
高
冠
黃
衣
、
升
堂
呼
問
、「
細
腰
、
舍
中
何
以
有

生
人
気
也
。」
答
曰
、「
無
之
。」
須
臾
、
有
一
高
冠
靑
衣
者
。
次
之
、
又
有
高

冠
白
衣
者
。
問
答
並
如
前
。
及
將
曙
、
文
乃
下
堂
中
、
如
向
法
呼
之
。
問
曰
、

「
黃
衣
者
誰
也
」
曰
、「
金
也
。
在
堂
西
壁
下
。」「
靑
衣
者
誰
也
。」
曰
、「
錢

也
。
在
堂
前
井
邊
五
歩
。」「
白
衣
者
誰
也
。」
曰
、「
銀
也
。
在
牆
東
北
角
柱
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曰
、
狂
而
不
直
、
侗
而
不
愿
、
悾
悾
而
不
信
、
吾
不
知
之
矣
（
子
曰
は
く
、
狂
に
し

て
直
な
ら
ず
、
侗と
う

に
し
て
愿げ
ん

な
ら
ず
、
悾こ
う

悾こ
う

に
し
て
信
な
ら
ず
ん
ば
、
吾
れ
は
之
を

知
ら
ず
）」
と
あ
る
。　

○
遽
苦　

う
ろ
た
え
苦
し
む
こ
と
。　

○
本
主　

も
と
の

持
ち
主
。『
北
史
』
巻
十
「
周
本
紀
下
」
に
、「
瓦
木
諸
物
凡
入
用
者
、
盡
賜
百
姓
。

山
園
之
田
、
各
還
本
主
（
瓦
木
諸
物
凡
そ
入
用
の
者
、
尽
く
百
姓
に
賜
ふ
。
山
園
の

田
、
各
々
本
主
に
還
す
）」
と
あ
る
。　

○
鋪
設　

家
具
な
ど
を
設
置
す
る
。　

○

一
更　

約
二
時
間
。　

○
表
裏
通
徹
光
明　
「
通
」「
徹
」
は
と
も
に
「
と
お
す
」
の

意
。
透
明
で
光
を
通
す
さ
ま
を
言
う
か
。　

○
咄　

呼
び
か
け
の
こ
と
ば
。『
説
文

解
字
』
二
篇
上
に
、「
咄
、
相
謂
也
（
咄
、
相
ひ
謂
ふ
な
り
）」
と
あ
り
、
段
注
に
「
謂

欲
相
語
而
先
驚
之
之
詞
（
相
ひ
語
ら
ん
と
欲
し
先
に
之
を
驚
か
す
の
詞
を
謂
ふ
）」

と
い
う
。　

○
爛
木　

妖
怪
の
呼
び
名
。「
朽
ち
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
木
」
の
意
。

本
話
の
後
半
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
こ
の
妖
怪
は
朽
ち
た
柱
が
化
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

○
甚
没　

ど
ん
な
。

「
甚
麼
」
と
同
義
。
当
時
の
口
語
的
な
表
現
。「
李
陵
変
文
」（『
敦
煌
変
文
校
注
』
中

華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
に
、「
單
于
問
、『
是
甚
没
人
』（
単
于
は
問
う
た
、「
こ
い

つ
は
誰
だ
」）」
と
あ
る
。
な
お
、
会
校
本
は
陳
本
に
拠
っ
て
「
甚
麼
」
に
改
め
る
。　

○
大
硬
鏘　

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ゴ
ー
ン
、
カ
ー
ン
の
よ
う
な
大
き
く
て
強
い
金
属

を
た
た
く
音
を
い
う
か
。「
鏘
」
は
、
金
属
を
た
た
い
て
出
る
音
を
あ
ら
わ
す
擬
音

語
。　

○
可
畏　

す
ば
ら
し
い
。
当
時
の
口
語
的
な
表
現
。
江
藍
生
『
唐
五
代
語
言

詞
典
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
は
、「
夸

之

、
相
当
于
『
了
不

起
』、『
不
得
了
』」
と
あ
る
。
一
方
、
天
津
古
籍
訳
、
北
京
燕
山
訳
、
河
北
訳
は
す
べ

て
、「
可
怕
（
恐
ろ
し
い
）」
の
意
で
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
赤
物
（
金
精
）

が
発
し
た
大
き
な
音
に
感
心
し
た
と
解
釈
し
た
。　

○
金
精　

金
の
精
（
妖
怪
）。

こ
こ
で
は
赤
物
を
指
す
。
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
赤
物
の
正
体
が
紫
金
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。　

○
屬　

逢
う
。
王
鍈
『
唐
宋
筆
記
語
辞
匯

釈
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
に
、「
属
音zhǔ

、
遭
、
逢
、
動
詞
」

と
い
う
。「
勤
自
励
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
二
八
引
『
広
異
記
』）
に
、「
行
八
九
里
、

屬
暴
雨
、
天
晦
、
進
退
不
可
（
行
く
こ
と
八
九
里
、
暴
雨
に
属あ

ひ
、
天
晦
く
、
進
退

可
な
ら
ず
）」
と
あ
る
。　

○
縁
没　

な
ぜ
。
ど
う
し
て
。「
縁
何
」
と
同
義
。
当
時

の
口
語
的
表
現
。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
に
、「
犹
『

何
』、

什
么
。
没
、
疑

代

」
と
い
う
。「
李
陵
変
文
」
に
、「
忽
至
平
川
之
所
、
川
静
草
深
、
李
陵
報
左
右

曰
、『
縁
没
不
攢
身
入
草
、
避
難
南
帰
』（
た
ち
ま
ち
広
々
と
広
が
っ
た
所
に
出
た

が
、
川
は
静
か
で
草
は
深
く
、
李
陵
は
左
右
の
者
に
知
ら
せ
て
言
っ
た
、「
草
に
入
っ

て
身
を
隠
し
、
難
を
避
け
て
南
に
帰
ろ
う
」）」
と
あ
る
。　

○
承
前　

以
前
。　

○

紫
金　

銅
合
金
の
一
種
で
あ
る
赤
銅
の
こ
と
。
03
「
霍
光
」
語
釈
参
照
。　

○
心
木

　

樹
の
中
心
を
言
う
か
。
用
例
未
見
。　

○
鍬
鍤
之
具　
「
鍬
」「
鍤
」と
も
に「
す
き
」

の
こ
と
。
土
を
起
こ
す
農
具
。　

○
近
一
丈　

一
丈
は
約
三
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

な
お
、
会
校
本
は
陳
本
に
拠
っ
て
「
深
一
丈
」
に
改
め
て
い
る
。　

○
闊
一
丈
四

寸
、
長
一
丈
八
尺　

会
校
本
は
、
孫
本
等
に
拠
っ
て
「
闊
一
尺
四
寸
、
長
一
丈
八

寸
」
に
改
め
て
い
る
。　

○
明
辰
更
掘
丈
餘　

会
校
本
は
孫
本
等
に
拠
っ
て
「
明
辰

更
彫
尺
餘
」
に
改
め
て
い
る
。　

○
昆
明
池　

も
と
は
、
前
漢
の
武
帝
が
長
安
の
西

南
郊
外
の
上
林
苑
に
作
ら
せ
た
池
。
唐
代
に
は
整
備
さ
れ
美
し
い
行
楽
地
と
な
っ
て

い
た
。　

○
撓　

人
を
惑
わ
す
。　

○
修
葺　

建
物
を
修
理
す
る
。　

○
范
陽　

未

詳
。　

○
冀
州
刺
史　

冀
州
の
長
官
。
冀
州
は
、
州
名
。
現
在
の
河
北
省
中
南
部
か

ら
山
東
省
西
端
、
河
南
省
北
端
一
帯
。

【
現
代
語
訳
】

　

天
宝
年
間
（
七
四
二
〜
七
五
六
）
の
こ
ろ
、
長
安
の
永
楽
里
に
一
軒
の
凶
宅
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
住
ん
だ
者
は
み
な
家
産
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
そ
こ
に
住

む
人
は
い
な
か
っ
た
。
人
が
や
っ
て
来
て
も
、
ま
た
一
晩
も
し
な
い
う
ち
に
死
ん
で

し
ま
い
、
か
く
し
て
家
は
荒
れ
る
が
ま
ま
と
な
っ
た
。
そ
の
建
物
に
は
た
だ
大
広
間

だ
け
が
残
っ
て
お
り
、
草
木
が
た
い
へ
ん
生
い
茂
っ
て
い
た
。
扶
風
に
蘇
遏
と
い
う
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異
志
』）

【
書
き
下
し
文
】

　

天
宝
中
、
長
安
の
永
楽
里
に
一
凶
宅
有
り
、
居
る
者
皆
な
破や
ぶ

れ
、
後
に
復
た
人
の

住
む
無
し
。
暫し
ば
らく
し
て
至
る
に
、
亦
た
宿
を
過
ぎ
ず
し
て
卒
し
、
遂
に
廃
破
に
至
る
。

其
の
舎
宇 

唯
だ
堂
庁
の
み
存
し
、
因
っ
て
草
樹
の
生
ず
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
扶
風

の
蘇
遏
な
る
も
の
有
り
、
悾こ
う

悾こ
う

に
し
て
貧
窮
に
遽き
ょ

苦く

し
、
之
を
知
り
、
乃
ち
賤
価
を

以
て
、
本
主
よ
り
之
を
質ち

す
。
纔わ
づ

か
に
契
書
を
立
つ
も
、
未
だ
一
銭
も
主
に
帰
す
る

に
有
ら
ず
。
夕
に
至
り
、
乃
ち
自
ら
一
榻
を
携た
づ
さへ
、
堂
に
当
た
り
て
鋪
設
し
て
寝
ぬ
。

一
更
已
後
、
未
だ
寝い

ね
ず
し
て
、
堂
よ
り
出
で
て
、
徬
徨
し
て
行
く
。
忽
ち
東
牆
の

下
に
一
赤
物
有
る
を
見
る
に
、
人
の
形
の
如
く
し
て
、
手
足
無
く
、
表
裏
に
光
明
を

通と

徹ほ

す
。
而
し
て
叫
び
て
曰
は
く
、「
咄と
つ

」
と
。
遏 

之
を
視
る
も
動
か
ず
。
良や
や

久
し

く
し
て
、
又
た
声
を
按お

さ
へ
て
呼
び
て
曰
は
く
、「
爛ら
ん

木ぼ
く

、
咄
」
と
。
西
牆
の
下
に

物
有
り
応こ
た

へ
て
曰
は
く
、「
諾
」
と
。
問
ひ
て
曰
は
く
、「
甚ど
ん
な没
人
か
」
と
。
曰
は
く
、

「
知
ら
ず
」
と
。
又
た
曰
は
く
、「
大
硬か
う
し
や
う
鏘
」
と
。
爛
木 

対こ
た

へ
て
曰
は
く
、「
畏
る
べ

し
」
と
。
良や
や

久
し
く
し
て
、
乃
ち
赤
物
の
在
る
所
を
失
す
。
遏
階
き
ざ
は
し

を
下く
だ

り
、
中
庭

に
爛
木
を
呼
び
て
曰
は
く
、「
金
精 

合ま
さ

に
我
に
属あ

ふ
べ
し
、
没な
に

に
縁よ

り
て
か
敢
へ
て

叫
喚
す
」
と
。
対
へ
て
曰
は
く
、「
知
ら
ず
」
と
。
遏 

又
た
問
ふ
、「
承
前
人
を
殺

害
せ
し
者 

何い
づ

れ
の
処
に
か
在
る
」
と
。
爛
木
曰
は
く
、「
更
に
別
物
無
し
。
只
だ
是

れ
金
精
の
み
。
人
の
福 

自
ら
薄
く
、
之
に
居
る
に
合か
な

は
ず
、
遂
に
喪さ
う

逝せ
い

す
、
亦
た

曽か
つ

て
殺
傷
せ
ざ
る
の
み
」
と
。

　

明
く
る
に
至
り
、
更
に
事
無
し
。
遏 

乃
ち
自み
づ
か

ら
鍬し
う

鍤さ
ふ

の
具
を
假か

り
、
先
に
西
牆

の
下
に
掘
る
。
地
に
入
る
こ
と
三
尺
、
一
朽
柱
を
見
る
に
、
心
木
に
当
た
り
て
は
血

の
色
の
如
く
、
其
の
堅か

た

き
こ
と
石
の
如
し
。
後
又
た
東
牆
の
下
に
掘
る
こ
と
両
日
、

一
丈
に
近
づ
く
に
、
方
に
一
方
石
を
見
、
闊ひ

ろ

さ
一
丈
四
寸
、
長
さ
一
丈
八
寸
な
り
。

上
に
篆
書
を
以
て
曰
は
く
、「
夏
の
天
子 

紫
金
三
十
斤
、
有
徳
の
者
に
賜
ふ
」
と
。

遏 

乃
ち
自
ら
思
ふ
、「
我
何
を
以
て
か
徳
と
為
す
」
と
。
又
た
自
ら
計
を
為
し
て
曰

は
く
、「
我 

此
の
宝
を
得
、
然
し
て
徳
を
修
む
れ
ば
亦
た
之
を
禳は
ら

ふ
べ
し
」
と
。
沈

吟
し
て
未
だ
決
せ
ず
。
夜
に
至
る
も
、
又
た
歎
息
し
て
定
ま
ら
ず
。
其
の
爛
木 

忽

ち
語
り
て
曰
は
く
、「
何
ぞ
名
を
改
め
て
有
徳
と
為
さ
ざ
る
、
即
ち
可
な
り
」
と
。

遏 

曰
は
く
「
善
し
」
と
。
遂
に
有
徳
と
称
す
。
爛
木
曰
は
く
、「
君
子
儻も

し
能
く

某そ
れ
が
し

を
昆
明
池
中
に
送
ら
ば
、
是
れ
よ
り
復
た
吾
れ
人
を
撓み
だ

さ
ず
」
と
。
有
徳 

之

を
許
す
。
明
辰
更
に
掘
る
こ
と
丈
余
、
一
鉄
甕
を
得
た
り
。
之
を
開
く
に
、
紫
金

三
十
斤
を
得
た
り
。
有
徳
乃
ち
宅
価
を
還か
へ

し
修し
う

葺し
ふ

し
、
爛
木
を
昆
明
池
に
送
る
。
遂

に
戸
を
閉
ぢ
て
書
を
読
む
。
三
年
に
し
て
、
范
陽
の
為
に
請
は
れ
て
幕
に
入
り
、
七

年
の
内
に
、
冀
州
刺
史
を
獲
た
り
。
其
の
宅 

更
に
事
無
し
。

【
語
釈
】

○
天
宝　

唐
の
第
六
代
皇
帝
玄
宗
（
在
位
は
七
一
二
〜
七
五
六
）
の
年
号
。
七
四
二

年
〜
七
五
五
年
。
玄
宗
の
治
世
後
期
に
あ
た
る
。　

○
永
楽
里　

永
楽
坊
の
こ
と
。

朱
雀
門
街
の
東
側
第
二
街
、
街
東
の
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
第
四
坊
で
あ
る
。『
唐

両
京
城
坊
考
』
巻
二
「
西
京
外
郭
城
」
参
照
。　

○
破　

家
産
を
つ
ぶ
す
こ
と
。『
史

記
』
巻
六
十
五
「
孫
子
呉
起
列
伝
」
に
、「
其
少
時
、
家
累
千
金
。
游
仕
不
遂
。
遂

破
其
家
（
其
の
少
き
時
、
家
千
金
を
累
ぬ
。
游
仕
し
て
遂
げ
ず
。
遂
に
其
の
家
を

破
る
）」
と
あ
る
。　

○
宿　

一
晩
。　

○
廃
破　

家
が
つ
ぶ
れ
て
荒
れ
た
ま
ま
に

な
る
さ
ま
。　

○
舍
宇　

家
屋
。「
管
輅
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
四
七
引
『
小
説
』）

に
、「
魏
管
輅
常
夜
見
一
小
物
、
狀
如
獸
、
手
持
火
、
向
口
吹
之
、
將
爇
舍
宇
（
魏

の
管
輅 

常
に
夜 

一
小
物
を
見
る
、
状
は
獣
の
如
く
、
手
に
火
を
持
ち
、
口
に
向
か

ひ
て
之
を
吹
き
、
将
に
舎
宇
を
爇も

や
さ
ん
と
す
）」
と
あ
る
。　

○
堂
庁　

大
広
間
。　

○
因
生
草
樹
甚
多　

会
校
本
は
、
沈
本
に
拠
り
「
因
之
生
草
樹
甚
多
」
と
「
之
」
字

を
補
う
。　

○
扶
風　

郡
名
。
現
在
の
陝
西
省
宝
鶏
市
鳳
翔
県
一
帯
。
治
所
は
雍

県
。　

○
蘇
遏　

未
詳
。　

○
悾
悾　

誠
実
な
さ
ま
。『
論
語
』
泰
伯
篇
に
、「
子
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本
稿
は
、「『
太
平
広
記
』
訳
注
（
稿
）
―
―
巻
四
百
「
宝
」
部
金
上
（
上
）
―
―
」

（『
高
知
県
立
大
学
紀
要
』
文
化
学
部
編
第
六
一
巻
）、「『
太
平
広
記
』
訳
注
（
稿
）

―
―
巻
四
百
「
宝
」
部
金
上
（
中
）
―
―
」（『
高
知
県
立
大
学
紀
要
』
文
化
学
部
編

第
六
三
巻
）、
に
続
き
、『
太
平
広
記
』
巻
四
百
「
宝
」
部
に
訳
注
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
底
本
及
び
本
稿
で
参
照
し
た
主
要
な
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、

作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き
で
あ
る
。

﹇
底
本
﹈

○
李
昉
等
編
『
太
平
広
記
』
汪
紹
楹
点
校　

中
華
書
局　

一
九
六
一
年
新
版

﹇
主
要
参
考
文
献
﹈

　

参
照
し
た
そ
の
他
の
『
太
平
広
記
』
の
版
本

○
張
国
風
会
校
『
太
平
広
記
会
校
』
北
京
燕
山
出
版
社　

二
〇
一
一
年

○
黄
氏
巾
箱
本
『
太
平
広
記
』
筆
記
小
説
大
観　

江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社　

一
九

八
三
年

○
四
庫
全
書
本
『
太
平
広
記
』
上
海
古
籍
出
版
社
景
印　

一
九
六
九
年

　

参
照
し
た
白
話
訳

○
陸
昕
・
郭
力
弓
・
任
徳
山
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』
北
京
燕
山
出
版
社　

一
九

九
三
年

○
周
振
甫
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』
中
州
古
籍
出
版
社　

一
九
九
三
年　

○
高
光
・
王
小
克
・
汪
洋
主
編
『
文
白
対
照
全
訳
太
平
広
記
』
天
津
古
籍
出
版
社　

一
九
九
四
年

○
丁
玉
琤
等
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』
河
北
教
育
出
版
社　

一
九
九
五
年

﹇
そ
の
他
本
稿
で
参
照
し
た
主
な
文
献
﹈

○
李
時
人
編
校
『
全
唐
五
代
小
説
』
陝
西
人
民
出
版
社　

二
〇
一
四
年

○
李
剣
国
輯
考
『
唐
五
代
伝
奇
集
』
中
華
書
局　

二
〇
一
五
年

○
許
逸
民
校
箋
『
酉
陽
雑
俎
校
箋
』
中
華
書
局　

二
〇
一
五
年

○
『
宣
室
志
』
明
商
濬
校
刊
稗
海
本　

百
部
叢
書
集
成

ま
た
、
こ
こ
に
挙
げ
た
以
外
の
参
考
文
献
は
、
随
時
本
文
中
で
触
れ
た
。

15
「
蘇
遏
」

　

天
寶
中
、
長
安
永
樂
里
有
一
凶
宅
、
居
者
皆
破
、
後
無
復
人
住
。
暫
至
、
亦
不
過

宿
而
卒
、
遂
至
廢
破
。
其
舍
宇
唯
堂
廳
存
、
因
生
草
樹
甚
多
。
有
扶
風
蘇
遏
、
悾
悾

遽
苦
貧
窮
、知
之
、乃
以
賤
價
、於
本
主
質
之
。
纔
立
契
書
、未
有
一
錢
歸
主
。
至
夕
、

乃
自
攜
一
榻
、
當
堂
鋪
設
而
寢
。
一
更
已
後
、
未
寢
、
出
於
堂
、
徬
徨
而
行
、
忽
見

東
牆
下
有
一
赤
物
、
如
人
形
、
無
手
足
、
表
裏
通
徹
光
明
。
而
叫
曰
、「
咄
。」
遏
視

之
不
動
。
良
久
、
又
按
聲
呼
曰
、「
爛
木
、
咄
。」
西
牆
下
有
物
應
曰
、「
諾
。」
問
曰
、

「
甚
沒
人
。」
曰
、「
不
知
。」
又
曰
、「
大
硬
鏘
。」
爛
木
對
曰
、「
可
畏
。」
良
久
、
乃

失
赤
物
所
在
。
遏
下
階
、
中
庭
呼
爛
木
曰
、「
金
精
合
屬
我
、
縁
沒
敢
叫
喚
。」
對
曰
、

「
不
知
。」
遏
又
問
、「
承
前
殺
害
人
者
在
何
處
。」
爛
木
曰
、「
更
無
別
物
。
只
是
金

精
。
人
福
自
薄
、
不
合
居
之
、
遂
喪
逝
、
亦
不
曾
殺
傷
耳
。」

　

至
明
、
更
無
事
、
遏
乃
自
假
鍬
鍤
之
具
、（
具
原
作
徒
、
據
明
鈔
本
改
）。
先
於
西
牆
下

掘
、入
地
三
尺
、見
一
朽
柱
、當
心
木
如
血
色
、其
堅
如
石
。
後
又
於
東
牆
下
掘
兩
日
、

近
一
丈
、
方
見
一
方
石
、
闊
一
丈
四
寸
、
長
一
丈
八
寸
。
上
以
篆
書
曰
、「
夏
天
子

紫
金
三
十
斤
、
賜
有
德
者
。」
遏
乃
自
思
、「
我
何
以
爲
德
。」
又
自
爲
計
曰
、「
我
得

此
寶
、然
修
德
亦
可
禳
之
。」
沈
吟
未
決
。
至
夜
、
又
歎
息
不
定
。
其
爛
木
忽
語
曰
、

「
何
不
改
名
爲
有
德
、
即
可
矣
。」
遏
曰
「
善
。」
遂
稱
有
德
。
爛
木
曰
、「
君
子
儻
能

送
某
於
昆
明
池
中
、
自
是
不
復
撓
吾
人
矣
。」
有
德
許
之
。
明
辰
更
掘
丈
餘
、
得
一

鐵
甕
。
開
之
、
得
紫
金
三
十
斤
。
有
德
乃
還
宅
價
修
葺
、
送
爛
木
於
昆
明
池
。
遂
閉

戸
讀
書
。
三
年
、爲
范
陽
請
入
幕
、七
年
内
、獲
冀
州
刺
史
。
其
宅
更
無
事
。（
出
『
博
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（一）

　

『
太
平
広
記
』
訳
注
（
稿
）

　
　
　

―
巻
四
百　

「
宝
」
部
金
上
（
下
）
―

（
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
九
日
受
付
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
五
日
受
理
）

T
ranslation w

ith notes of T
aiping guangji 太

平
廣
記

：

　
　

vol. 400, Bao-bu 寳
部
, Jin 金

, shang 上
, 

（part 3

）

（R
eceived : Septenber 29. 2016,  A

ccepted : D
ecem

ber 15. 2016

）

　
　
　
要
　
旨

　

北
宋
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
は
、
中
国
の
小
説
研
究
や
文
化

研
究
に
お
い
て
大
変
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き『
太
平
広
記
』

巻
四
百
宝
部
上
に
訳
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

A
bstract

   T
aiping guangji 太

平
廣
記
, containing 500 volum

es, w
as com

piled 

during the early N
orthern Song D

ynasty. T
hese volum

es are very 

im
portant for the study of Chinese tales, and cultures, etc.  

  T
his paper is a translation w

ith notes of  T
aiping guangji 太

平
廣
記
, 

vol. 400, Bao-bu 寳
部
, Jin 金

, shang 上
, 

（part 3

）

【
論
文
】

高　

西　

成　

介

T
A
K
A
N
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I Seisuke

キ
ー
ワ
ー
ド
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平
広
記
・「
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」
部
・
訳
注

K
ey w
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T
aiping guangji, Bao-bu, translation w

ith notes

所
属
・
学
位

高
知
県
立
大
学
文
化
学
部　

教
授　

修
士（
文
学
）

   F
aculty of C

ultural Studies , U
niversity of K

ochi, Professor (M
aster of 

Literature)


